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生 年 没 年 作 品 名

生 地 没 地 制 作 年

横山　大観 明治元
(1868)

昭和33
(1958) 雪後

よこやま　たいかん 茨城県 東京都 明治40(1907)年頃

下村　観山 明治6
(1873)

昭和5
(1930) 枯木鷺

しもむら　かんざん 和歌山県 神奈川県 明治41(1908)年頃

竹内　栖鳳 元治元
(1864)

昭和17
(1942) 烏図屏風

たけうち　せいほう 京都府 神奈川県 明治32(1899)年頃

榊原　紫峰 明治20
（1887）

昭和46
(1971) 墨梅

さかきばら　しほう 京都府 京都府 不詳

村上　華岳 明治21
(1888)

昭和14
(1939) 海

むらかみ　かがく 大阪府 兵庫県 大正7(1918)年

都路　華香 明治3
(1870)

昭和6
(1931) 白龍図

つじ　かこう 京都府 京都府 昭和3(1928)年

松林　桂月 明治9
(1876)

昭和38
(1963) 渓山（千巌競秀叡）

まつばやし　けいげつ 山口県 東京都 昭和30(1955)年頃

篁　牛人 明治34
(1901)

昭和59
(1984) 婆羅門の図

たかむら　ぎゅうじん 富山県 富山県 昭和47(1972)年

小松　均 明治35
(1902)

平成元
(1989) 大原風景

こまつ　ひとし 山形県 京都府 昭和40(1965)年

西山　英雄 明治44
(1911)

平成元
(1989) 比良残雪

にしやま　ひでお 京都府 京都府 昭和23(1948)年

中島　千波 昭和20
(1945) 月下黄山

なかじま　ちなみ 長野県 平成12(2000)年

田渕　俊夫 昭和16
(1941) 雪図

たぶち　としお 東京都 平成13(2001)年

中野　弘彦 昭和2
(1927)

平成16
(2004) 山家集

なかの　ひろひこ 山口県 京都府 昭和58(1983)年

彼谷　芳水 明治30
(1897)

平成6
(1994) 厳麗

かや　ほうすい 富山県 富山県 昭和55(1980)年

紙本墨画着彩・額装 116.7 × 72.7

1 絹本墨画淡彩・軸装 119.0 × 49.0

【近代水墨画の系譜】(令和５年度第３期　１１／２５～２／４）

この展示室では、近代以降の日本の水墨画を紹介します。代表的な画家たちによる水墨表現を通して、
時代を超えて受け継がれる水墨画の深奥な精神性に満ちた世界をご鑑賞ください。
今期は、晩秋から新年にかけての移り変わる季節を題材とした作品中心にご紹介します。新年の干支
「辰」に合わせた作品も出品いたします。作品の中の雪景色を、当館の庭園と合わせてお楽しみくださ
い。

№
作 家 名 材質技法・形状

サイズ（縦×横㎝）
（高さ×幅×奥行）

49.2

3
絹本墨画・
屏風二曲一隻

137.7 ×

2 絹本墨画着彩・軸装 124.8 ×

154.5

4 紙本墨画・軸装 67.0 ×

6

紙本墨画・額装 108.0

49.0

5 絹本着彩・軸装 129.3 × 35.5

× 120.0

8 紙本墨画・額装 210.0

紙本墨画着彩・軸装 85.0

× 268.0

123.0

7

×

10
紙本着彩・
屏風二曲一隻

154.5

9 紙本墨画淡彩・軸装 206.4

×

×

12
紙本墨画・
屏風四曲一隻

171.0 ×

11

186.0

126.5

364.0

13 紙本墨画着彩・額装 162.0 × 130.0

14 彫漆・石象嵌・額装 138.0 ×

[漆工　技法解説]錆絵…生漆(きうるし)に砥粉(とのこ)をまぜた錆漆(さびうるし)を、日本画用の筆
につけて絵や模様を描き、乾かない内に綿で磨いて光沢を出す技法。／象嵌…ある素材に異なる素材
をはめ込む技法。／箔絵…漆で模様を描いた上に金・銀箔を置き、乾いたあとに漆を除去して箔を残
す技法。

85.0
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№ 制 作 年 材質技法・形状

No. 作家名
生年
生地

材質技法・形状

山口　英紀 昭和51
(1976)

やまぐち　ひでのり 千葉県

山口　英紀 昭和51
(1976)

やまぐち　ひでのり 千葉県

山口　英紀 昭和51
(1976)

やまぐち　ひでのり 千葉県

山口　英紀 昭和51
(1976)

やまぐち　ひでのり 千葉県

本郷　真也 昭和59
(1984)

ほんごう　しんや 千葉県

本郷　真也 昭和59
(1984)

ほんごう　しんや 千葉県

そうらんせきすい

作 品 名 サイズ（縦×横㎝）

【下保昭作品室】(令和５年度第３期　１２／５～２／４）

下保昭（かほ　あきら・昭和2（1927）年～平成30（2018）年）は砺波市に生まれ、京都に移り、本格
的に日本画の制作に取り組みました。昭和50年代後半からは墨の魅力にひかれて独創的な水墨山水画を
描くに至り、自然界のエネルギーを東洋的な無常観の世界に昇華させた、精神性の高い作風を確立しま
した。
今期は、冬・雪にまつわる下保作品と共に、12月8日（金）から開催する企画展「超絶技巧、未来へ！
明治工芸とそのDNA」の出品作を一部展示いたします。水墨と現代美術のコラボレーションをお楽しみ
ください。

5
白糸白韻

平成10（1998）年
紙本着彩・
屏風六曲一双

21.5 × 43.2
むちゅうせつれん

2
層巒積翠

昭和59（1984）年 紙本墨画・額装

1
霧中雪蓮

昭和63（1988）年 紙本墨画・軸装

56.5 × 30.0

43.1 × 93.0
やつがたけ

4
雪巒凍渓

平成2（1990）年 紙本墨画・額装

3
八ヶ岳

平成12(2000)年 紙本墨画・額装

各 168.0 × 372.0
しらいとはくいん

40.5 × 25.5
せつらんとうけい

作品名
サイズ（縦×横㎝）
（高さ×幅×奥行）

1
日本三名瀑―那智の滝

紙本水墨 65.2 × 45.5

45.5
令和5(2023)年

3
日本三名瀑―袋田の滝

紙本水墨 65.2

令和4(2022)年

2
日本三名瀑―華厳の滝

紙本水墨

4
にはたづみ

絹本水墨 33.4 ×

65.2 ×

110.0 × 60.0
令和3(2021)年

企画展「超絶技巧、未来へ！明治工芸とそのDNA」

令和5(2023)年

6
老犬 独歩

鉄 60.0 ×

21.2
平成22(2010)年

5
円相

鉄・金 各50.0 × 183.0 × 34.0

× 45.5
令和5(2023)年


